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論文内容の要旨



















反応で得られる光学活性 α- アミノニトリルは、アミノ酸の代謝括抗物質である光学活性 N ーヒドロキシ -α- ア
ミノ酸あるいは α- アミノ酸に容易に変換できる。
これらの新規不斉触媒反応の基質となるニトロンは、第 2 アミンの触媒的過酸化水素酸化で簡便に合成できるo 従っ
て酸化触媒反応と本研究で開発したエナンチオ選択的炭素-炭素結合形成触媒反応の 2 段階の触媒反応は、第 2 アミ












ルに変えることにより、 β ーアミノ酸誘導体の絶対配置が逆転するという現象を見出している。本法は、 β ーラクタ
ム等含窒素生理活性物質の合成前駆体として、またそれ自身の生理作用から重要な光学活性β- アミノ酸の一般的合
成法を提供するものである。
さらに、ニトロンのエナンチオ選択的シアノ化反応により、 α アミノ酸前駆体である光学活性α- アミノニトリ
ルの新規合成法を開発している。ニトロンの触媒的シアノ化反応において、求核剤としてアセトンシアノヒドリンが
有効であることを見出し、アルコール性配位子を有するアルミニウム触媒の存在下、 α アミノニトリルが得られる
ことを明らかにしている o また、光学活性な配位子を有するアルミニウム錯体を触媒として用い、ニトロンのエナン
チオ選択的シアノ化反応を初めて実現している。
以上、本論文は光学活性α- およびβ- アミノ酸誘導体の新規合成法を開拓し、有機合成の分野に貢献するもので
あり、学位論文として価値あるものであると認める。
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